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「
法
政
大
学
自
治
体
推
薦

首
長
交
流
会
」
が
10
月
27
、

28
の
両
日
、
内
子
自
治
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
岩
手
県
遠

野
市
や
鹿
児
島
県
伊
佐
市
な

ど
９
つ
の
自
治
体
と
法
政
大

学
の
関
係
者
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
法
政
大
学
の
推

薦
入
試
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
自
治
体
の
長
が
集
ま
り
、

意
見
の
交
換
や
学
生
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
、
内
子
町
で
は

初
め
て
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

会
で
は
各
地
の
ま
ち
づ
く

り
事
例
報
告
や
、
内
子
町
か

ら
法
政
大
学
に
入
学
し
た
学

生
の
活
動
報
告
、
現
地
視
察

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

課
題
の
一
つ
、「
三
連
鳥
居
の
前
で
チ
ュ
ウ

チ
ュ
ウ
ト
レ
イ
ン
」に
成
功
し
た
皆
さ
ん

会
の
冒
頭
で
稲
本
隆た
か
と
し壽

町
長
が
内
子
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介

「
法
政
大
学
自
治
体
推
薦
首
長
交
流
会
」

内
子
町
出
身
の
学
生
が
活
動
報
告

小
田
の
隠
れ
た
魅
力
を
探
し
て
走
ろ
う

大
人
も
遊
べ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
「
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

日
」
の
11
月
13
日
、
愛
媛
県

内
の
全
市
町
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

　

内
子
町
・
小
田
地
域
で
は

「
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
in
内

子
の
紅
葉
ル
ー
ト
」
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
65
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
が
地
図
上
に

記
さ
れ
た
場
所
を
探
し
、「
三

島
神
社
に
あ
る
巨
木
の
名
前

を
人
文
字
で
表
す
」
な
ど
、

遊
び
心
が
い
っ
ぱ
い
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
、
点
数
を
競

い
ま
す
。
参
加
者
は「
自
然

が
き
れ
い
で
、
道
中
も
楽
し

め
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

内子座の歴史に残る貴重な舞台
東西の狂言師と子どもたちの共演

 

京
都
の
大
蔵
流
茂
山
家
と

東
京
の
和
泉
流
野
村
家
が
同

じ
舞
台
に
立
つ「
東
西
狂
言

の
競
演
」は
10
月
29
・
30
の

両
日
、
創
建
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
内
子
座
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
３
年
間
狂

言
を
学
ん
だ
き
た
茂
山
狂
言

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が「
福

部
の
神
勤
入
」
を
披
露
し
ま

し
た
。
踊
り
念
仏
を
唱
え
る

と
、
そ
れ
に
喜
ん
だ
福
部
の

神
が
新
酒
を
飲
み
謡
い
舞
い

納
め
る
と
い
う
、
め
で
た
い

演
目
で
す
。

　

第
２
部
で
は
内
子
町
を
題

材
に
し
た
新
作
狂
言「
か
み

遊
び
」
を
上
演
。
大
蔵
流
と

和
泉
流
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
が
同
じ
舞
台
に
立
つ
、
初

め
て
の
試
み
で
す
。
町
の
名

産
や
名
物
、
燈
籠
祭
り
や
凧

合
戦
な
ど
が
登
場
す
る
他
、

花
道
な
ど
を
使
っ
た
内
子
座

だ
け
の
演
出
で
、
観
客
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
茂
山
千せ

ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
の
１
０
０

年
に
向
け
た
大
挑
戦
。
作
品

を
作
り
な
が
ら
、
私
自
身
も

内
子
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確

認
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

1_新作狂言「かみ遊び」の一場面。野村万
まんぞう
蔵さんと茂山

千三郎さんの手には燈籠とハゼの実　2_子どもたちの頑
張りが光った「福部の神勤入」　3_茂山さんと野村さん
が演目を解説。息の合った会話で、会場を笑わせた
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未
来
の
働
く
自
分
を
想
像
し
よ
う

中
学
生
の「
職
場
体
験
学
習
」

　

内
子
町
内
の
各
中
学
校
は

年
１
回
、「
職
場
体
験
学
習
」

を
し
て
い
ま
す
。

　

内
子
中
学
校
で
は
２
年
生

73
人
が
11
月
16
・
17
の
両
日
、

大
洲
市
と
内
子
町
の
28
カ
所

の
事
業
所
に
分
か
れ
て
職
場

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
大
西
優ゆ

う
た
ろ
う

太
朗

さ
ん
と
西
優ゆ

う
さ
く作

さ
ん
が
内
子

町
役
場
の
仕
事
を
体
験
。
広

報
紙
の
取
材
や
編
集
作
業
に

挑
戦
し
た
他
、
木
蝋
資
料
館

上
芳
我
邸
で
資
料
整
理
な

ど
を
し
ま
し
た
。
大
西
さ
ん

は「
取
材
で
は
、
相
手
の
目

を
見
て
話
す
よ
う
心
掛
け
た

が
、
話
な
が
ら
メ
モ
を
取
る

の
が
難
し
か
っ
た
」、
西
さ

ん
は「
初
め
て
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
を
手
に
し
て
緊
張
し

た
。
広
報
の
人
た
ち
が
、
笑

顔
な
ど
を
撮
る
た
め
に
工

夫
し
て
い
る
の
が
、
よ
く
分

か
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

地
域
に
伝
わ
る
宝
を
次
代
に
継
承
―
―

「
内
子
町
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」

　
「
第
５
回
内
子
町
伝
統
芸

能
ま
つ
り
」（
内
子
町
伝
統

文
化
継
承
団
体
連
絡
会
主

催
）
は
11
月
20
日
、
内
子
座

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
愛
媛
県
と
大
分
県
の

交
流
事
業
の
一
環
で
、
由
布

市
・
庄
内
子
供
神
楽
が
出
演
。

速
い
太
鼓
の
音
に
乗
っ
た
勇

壮
な
舞
で
、
幕
が
上
が
り
ま

し
た
。
由
布
市
内
外
で
年
間

60
回
も
公
演
す
る
舞
台
は
素

晴
ら
し
く
、
来
場
者
の
目
を

釘
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
く
特
別
出
演
し
た
宜

野
座
村
惣
慶
区
の
婦
人
会

と
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

旧
盆
の
時
期
に
踊
る「
エ
イ

サ
ー
」
な
ど
、
３
つ
の
演
目

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

内
子
町
か
ら
は
６
団
体
が

出
演
。
大
久
保
獅
子
舞
保
存

会
が
獅
子
舞
や
し
ゃ
ぎ
り
、

初
出
演
の
立
川
三
島
神
社
御

供
相
撲
が
奉
納
相
撲
な
ど
を

披
露
し
、
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能
を
通
じ
て
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

1_軽快に舞い続ける庄内子供神楽の子どもたち
2_豪華な化粧まわしで登場した立川三島神社御供相撲
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編
集
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
学
び
な
が
ら

作
業
す
る
、
大
西
さ
ん
と
西
さ
ん

僕たちが「ぼくの夢わたしの
夢」（２頁）と「はじめてのバー
スデー」（21頁）を作りました。
ぜひ見てください。

大西優太朗さん（左）と西優作さん


